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呼吸 器感 染症 に対 す るTA-058の 臨床 的検討

小林 宏行 ・川俣 倫子 ・武田 博明 ・押 谷 浩

杏林大学第一内科呼吸器

呼吸器感染症6例(肺 炎3例,慢 性気管支 炎3例)に つ いて,TA-058 1回1g, 1日2回 の静注

又は点滴静注による臨床効果 を検討 した。

症例背景には,陳 旧型慢性気管支炎あるいは肺癌 合併等の 比較的難治性要因 を有 している例が多

く,有 効例4例,無 効例2例 との成績が得 られた。

一方,本 剤による副作用 とみな され るべ き症状,所 見お よび臨床検査臓異常等はみ られなかった。

かかる成績か ら,本 剤は下気道領城 を中心 とした呼吸器感染症 に有用な薬剤 とみなされ ていたが,

本成績の有効率および安全性の 点か らも今後,投 与量 を増加 して検討することも必 要か とも考えら

れた。

は じ め に

TA-058は,側 鎖にア ミノ酸残基 を導入 した新規半合

成ペニシ リン剤 であ り,グ ラム陰性菌およびグラム陽性

菌に対 して広範囲に抗菌性 を有する新 しい抗生物質 であ

る。その特徴は,点 滴静注等によ り速やかに高い血 中濃

度が得られ ることであ り,そ の ピークは,PIPCの 約2

倍に達するとされ,肺 組織への移行性 もす ぐれていると

されている1)。

著者 らは,こ のような本剤の特性 を背景 に呼吸器感染

症に対 して本剤を使用する機会 を得たので,そ の成績 を

報告する。

対象と方法

成人の呼吸器感染症6例(肺 炎3例,慢 性気管支炎3

例)を 対象 とし,本 剤1回1g, 1日2回 をおのおの静

注又 は約60～90分 かけ点滴静注 を行 った。

原則 として,本 剤使用前後におけ る喀痰中細菌検査,

胸部 レ線象,末 梢血所見お よび臨床症状所 見を観察 し,

成績 の判定は本剤使用後 にこれ を行 った。

成 績

1. 各個症例の呈示(Table 1)

症例1: 従 来よ り慢性気管支炎があ り恒常時で も息切

れ を訴 えている例 である。1週 間程前,上 気道炎に罹患

後,咳,膿 性 痰漸 増し,1日 前 より発熱,喘 鳴強度 とな

り入院 した。喀痰 中よ りH.influenzaeが 多数検 出さ

れていた0本 剤使用5日 後よ り平熱化,膿 性痰減少,次

いで粘性痰へ と変化 し,か つ末梢血 の炎症反応 も正常化

し,有 効 と判定 された。

症例2: P.aeruginosaが 常時排菌されている慢性気

管支炎入院例 であ り,と きに右心不全症状 も出現してい

た。今回2日 前 よ り膿性痰増加,従 来よ り存在していた

呼吸困難 も増悪 し,本 剤が使用された。 しか しながら,

膿性痰 は軽度減少 したのみで,そ の他の症状および所見

は改善せず,10日 後本剤の効果は無効と判定され投与

が中止 された。本剤投与前,喀 痰中よりP.aeruginosu

お よびE.coliが 多数検出 され,こ れ らによる複数菌感

染例 とみ られたが,本 剤投与後,E.coliの み消失がみ

られ,P.aeruginosaは 不変であった。

症例3: 右下葉の肺癌にて抗癌剤治療中,約5日 前よ

り膿性痰増加がみ られ,本 剤投与時,腫 瘤状陰影の末梢

側に新陰影が出現 し,臨 床所見 と併わせて気管支肺炎の

合併 が疑われた。本剤投 与3目 後,平 熱化 し,ま た1週

間後の胸部 レ線像 でさきの浸潤陰影の消退がみられ,同

時に膿性痰は消失 し,本 剤 の効果は有効 と判定された。

症例4: 左下肺の腺癌周辺 に発生 した肺炎例である。

2日 前よ り発熱,咳,痰 増加,胸 部 レ線像にて肺癌陰影

の下部に浸潤性 陰影の出現 がみ られた。喀痰中よりS.

aureusが 中等度検出 され,起 炎性 ありと判断された。

本剤使用6日 後 より平熱化がみ られ,10日 後より膿性

痰 はみ られ な くな り,か つ末梢血の炎症反応 も有意に減

少 し本剤の効果は有効 と判定 された。

症例5: 従来 より慢性気管支炎があ り外来にて経過観

察中の例である。今回2日 前 より咳および膿性痰が増加

し,喘 鳴および微熱があった とい う。本剤使用したが,

臨床像の改善 はみ られず,か つ末梢血所見 も不変なため

無効 と判定 された。 本剤使用中止3日 後,喀 痰中より

Achromobacter多 数 が検出 され,CTX使 用により,こ

れ ら菌消失 とともに臨床像 の改善がみ られた。



VOL.32 S-2 CHEMOTHERAPY 293

症例8: 基礎疾患 を特 に有 しない肺炎例である。

3日前より発熱,咳,痰 が出現。胸部 レ線像にて右

下肺野に肺炎陰影がみ られた。本剤使用5日 後に平

熱化,6日 後に 膿性痰消失 をみ,14日 後臨床症状

の改善,異 常所見の消失がみ られ,本 剤 の効果は有

効と判定された。な お 本例の 起炎菌は 不明であ っ

た。

2. 起炎菌の推移(Table 1)

起炎菌が推定 された例は3例4件(H.influenzae

1, E.coli+ P.aeruginosa 1, S.aurexs 1)で あっ

た。この うち,P.aeraginosaを 除 き,す べてが除

菌されていた。また,菌 交代現象 として出現 した菌

株はみられなかった。

3. 副 作 用

本剤使用による副作用 として取 り扱 うべき愁訴,

症状を呈した例は示されなか った。 また,本 剤使用

前後における末梢血一般所見お よび生化学所 見を対

比して,本 剤によると思われ る異常値 を呈 した例は

みられなかった。

考 案

先にも述べたごとく,本 剤 はPIPCに 比較 して高

い血中濃度および組織内濃度 が得 られ ること1)が臨

床的に興味をもつ点の一つであろ う。

また,ラ ットを 用いた 組織内移行 をみ ると,20

mg/kgの 筋注において,血 中 ピーク 値28μg/ml

に比し肺内濃度は9μg/mlと ほぼ1/3の 値が呈 され

ている2)。

これらの点に興味 をもち,呼 吸器下気道領域の感

染症に対して本剤を用いた結果6例 中4例 に有効 と

の成績が得られた。一方,こ れ ら臨床例 は,慢 性 気

管支炎でかな り陳 旧化 した症例であったこと,あ る

いは肺炎3例 中2例 は肺癌 を有 し,そ の周辺部 に併

発した肺炎であること等か ら,重 症例 とは言いがた

いが,少 な くとも日常臨床 においては難治性 因子 を

有していた例 といえよう。

かかる症例を対象 とした場合,ま ず まずの成績 と

いうことが出来 ようが,一 方経過 を詳細に観察す る

と膿性痰の消失や,解 熱 までに要 した 目数 が,必 ず

しも短期間でなか ったこと等 か ら,本 剤 のよ り確実

かつ迅速な臨床的有効性への期待には,も う少 し投

与量を増加するとか何 らかの検討が残 されているよ

うに考えられた。この点,さ きの血 中濃度の点 と多

少とも差異がある成績 ということが出来 よう。すな

わち.本 剤の有用性 をよ り期待す るためには,少 な

くとも,か かる背景 を有する呼吸器感染症 に対 して
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は,1回2g, 1日2回 の投与が,よ り期待出来 る方法

ではなかろ うか と考えられた。

幸い,わ ずか6例 ではあるが,副 作用 もみ られ なか っ

た ことよ り,難 治性背景 を有す る感染症には,よ り増量

した方法 を試みたいと考える次第である。
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TRACT INFECTIONS 

HIROYUKI KOBAYASHI, NORIKO KAWAMATA, 

HIROAKI TAKEDA and HIROSHI OSHITANI 
First Department of Internal Medicine, Kyorin University

TA-058, a new synthetic penicillin, was studied in respiratory tract infections and following 

results were obtained. 

TA-058 was administered in 6 cases, 3 cases of pneumonia and 3 of chronic bronchitis, which 

were performed by drip infusion or intravenous injection of 1 g, twice a day. Underlying diseases 

of these cases were chronic bronchitis and lung cancer. 

The clinical efficacy was good in 4 cases and poor in 2 cases, and there were no side effects 

observed, nor any abnormal findings in the laboratory examinations. 

Though we expected TA-058 to be effective in lower respiratory tract infection, it is necessary 

to use more dosis, according to these results in clinical efficacy and safety.


